2008年12月11日
12月臨時教育委員会への事務局提案について（緊急談話）

長野県高等学校教職員組合

教文部長　有賀　剛志

本日開かれた長野県教育委員会臨時会において、県教委事務局は「第1期再編計画案に向けた論点の整理について」とする文書を提出しました。

この中で事務局はまず「専門高校の改善・充実」に関わって、農業科、工業科、商業科におけるいわゆる「基幹校」を14校とし、それ以外の専門高校は「基幹校でない学校（特色校）」としました。また、「総合技術高校」の設置を目指すことを掲げ、この「総合技術高校」についても「基幹校」とする考えを示しました。

「基幹校でない学校」とされた学校は「基幹校との連携により県内の産業教育を担う高校」と位置づけ、施設設備や教育内容を「基幹校」に依存する方向で縮小することを目指したものと思われ、「専門高校の充実・改善」とは逆行する内容になるのではと危惧されます。

また、「基幹校として位置づける」とした「総合技術高校」についても、これまでの「農・工・商・家庭・福祉」などの専門学科を同一校内にひとくくりに設け、1年時にはそれらの学科を横断的に学ぶ教育課程を設置し、2学年以降これまでの「学科」を「系」として選択させる教育課程が構想されています。この構想には、これまでの専門高校の専門性を薄めるものであるとの批判が多くの専門家から指摘されています。

次に本日の事務局提案が「中高一貫教育導入に関する考え方」として「併設型中高一貫校」を「広域から通学できる場所」に設置することを「検討する」とした点も重大です。中高一貫教育校の設置については「生徒数の減少が著しい地域」において連携型の中高一貫校を設置する可能性は否定されるものではありませんが、都市部での併設型校の設置は全県1区の県立中学校を新設するものであり、受験競争を小学校段階にまで引き下げて超エリート育成のための中等教育校をつくるものとなりかねません。中高一貫教育が中等教育に有効とするならば全ての中学・高校を一貫教育として、その有効性を全ての子どもたちに享受させるべきですが、そのことを想定せず、全県に1校だけのエリート校をつくる構想には同意することができません。

最後に、本日の事務局提案には高校統廃合に関わって、旧第2通学区、第6通学区、第12通学区について、「各地域の議論の状況」と「現時点での考え方」が示されていますが、どの通学区についても地域の議論では統合校を特定したり、新高校の内容を合意したりといった段階にはないことが見てとれます。この中間報告を前提に次回の教育委員会で一律一斉に校名を上げて統合計画を示すことはあってはならないと改めて指摘したいと思います。各地域で、子どもたちや保護者、各校の同窓生や地域のみなさん、教育の専門科としての学校現場の教職員の声を充分に踏まえた、民主的で丁寧な論議を通してつくり上げられる地域合意を十分尊重し、拙速にならぬような計画案の策定を強く望みます。

参考

基幹校と指定された高校

農業　須坂園芸・北佐久農業・上伊那農業・下伊那農業・南安曇農業

工業　長野工業・上田千曲・岡谷工業・飯田工業と飯田長姫の統合校・松本工業

（飯田工業と飯田長姫の統合校は総合技術高校として）

商業　長野商業・小諸商業・諏訪実業・穂高商業

